北病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２４年８月２４日　(金)　　　　　　司会：岩藤　良子　　記録：新田　真子

	松橋
	上口
	山田
	藤原
	岩藤
	滝田
	畑中
	久保
	三浦
	木村
	油津

	○
	深夜
	公休
	○
	○
	準夜
	公休
	公休
	○
	準夜
	○

	新田
	佐々木（志）
	吉田
	廣瀬
	水上
	佐々木（孝）
	金田
	秋山
	
	
	

	○
	学校
	○
	○
	深夜
	公休
	○
	○
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・本日8/24看護グループ内研修が行われます。

　日時：11：10～11：40　　　　　

　　　　17：10～17：40 

テーマ：「精神疾患からくる生活障害」

講師：藤原　百合子Ns

場所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホールで行います。

対象：介護中級・上級

参加しましょう。

・第2回　法人研修が、8/30（木）8/31（金）17：30～18：30、メンタルケア病棟4階　メモリ

　アルホールで行います。

テーマ：「上手な自己表現とメンタルヘルス」

講師：小嶋　彩香TOL

対象：全職員

必ず、出欠の入力を行い、参加しましょう。

・医療機能評価が、8/29（水）8/30（木）に行われますので、隅々まで環境整備を行っていきま

　しょう。

　1日目の予定：9時からサーベイヤーがモーニングミーティング見学予定、書類確認等を行います。午後からは、面接調査や病棟訪問で東病棟に入る予定です。

　2日目の予定：10時から病棟訪問で西病棟Ｂユニットに入ります。

　　　　　　　　その他にも、他の部署にいく事があります。

　　　　　　　　環境整備の徹底と、理念や看護と介護内容等について聞かれる事もあります。

　　　　　　　　きちんと答えられるようにしておいて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・津嶋　イチ子様～昨日の準夜帯で、口唇の左下に小豆大の湿潤発疹がありましたが、朝食後破れ発赤と剥離見られ、主治医に報告し、デルゾン口腔用軟膏（口腔用軟膏副腎皮質ステロイド）を本日処方されています。

・伊藤　雄一様～8/26（日）9：00～15：00、図書館に行くことから外出申請し、許可となっています。引き続き、外出前後の精神症状と帰院後疲労感等の確認をしていきましょう。

・上村　みわ様～本日、12時30分頃、御家族の方が面会に来られています。本人へ伝えると「退院して家族が迎えに来た」と話されていますが、本人へ説明をした所了解しています。退院に関する発言がある為、所在の確認をしていきましょう。

＜注目患者様NCP評価＞

・滝田　英人様～朝独語聞かれず経過していましたが、11時頃から独語が聞かれています。最初は小さい声でしたが、段々と大きな声になっていき、スタッフの声掛け要しています。本日、リハビリテーションプログラムより居眠りみられています。引き続き、日課・プログラムへの取り組み状況の確認を行っていきましょう。

・木村　梅子様～昨日の準夜帯では、軟膏処置時、金銭に関する発言は聞かれず眠気が強いことから、就床準備をせずに入眠されている事がありました。本日の日中では、睡意が強い様子や異常体験に左右された発言なく、日課・プログラムに支障なく取り組まれています。引き続き、睡眠状況や精神症状の確認をしていきましょう。

・滝澤　久江様～昨日の11時、買い物袋を持ってホールに来られている事がありました。理由を聞くと、本人より「今日来るって」と話され「昨日言われた」との事で外出準備をされていました。次回の外出日時について説明をするが、了解の悪さあり、エレベーター前に立つ事もあり、介入にて病棟を離れる事なく経過しています。

　　　　　　　　今日の日勤帯では、荷物を持ってくる等の行動はなく、余暇は、ホールで過ごし、外出に関した発言なく静かに過ごされています。引き続き、所在の確認をし、幻聴に左右された言動があった場合は傾聴し現実検討を促して行きましょう。

・稲垣　恵利子様～本日の昼食時間にレストランへ行かず、袋を持ちホールへ来られています。昼食の声掛けに耳を傾ける事ができずに、自室とホールの往復が見られていましたが、自ら自室へ戻り袋を置いていますが、廊下歩行時、小声の独語が聞かれていました。12時45分、「1階までお付き合いして欲しいです」と話されている為、理由については「お兄さんが荷物を届けたと言っていたので確認しに行きます」と話されていました。事実確認に対し、「じゃいいです」と言われ、自室に戻られています。以後、確認行為なく経過しています。引き続き、所在確認を行っていき、本人から確認行為や異常体験の発言時は傾聴し、現実検討を促していきましょう。

・上村　みわ様～本日、午前のリハビリテーションプログラムに積極的に参加されています。準備体操後、歩行運動をされていました。10時頃より、本人から「テレパシーで身長が伸びます」と話され、部屋に戻り臥床されています。15分後に部屋へ行き身長に関して話し掛けると、「11時までに寝て身長が伸びなかったら諦める」と現実的な発言が聞かれています。引き続き、幻聴に左右された発言があった場合は、傾聴し現実検討を促して行きましょう。

【退院療養検討会】

五日市　規様

病名：統合失調症　　年齢：61歳　　在院日数：34年2ヶ月

担当医：猪股Ｄｒ

入院日：昭和53年　5月1日

（本人の意向と治療意思）→・服薬自己管理は問題なく行われている。

　　　　　　　　　　　　　・入所については「同居者の方と交流を持ち、仲良く共同生活をしたい」と話されている。

　　　　　　　　　　　　　・外来通院、通所利用や青山荘プログラムの参加する事に同意している。

＜青山荘入所決定後の様子＞

・疲労、症状の変化について、スタッフへ声掛けしていけるよう支援する必要がある。

・周囲の配慮が出来る→疲労に繋がる事がある。

・聞き取り易い声で話すよう声掛けをすると、はっきりと話す事が出来ている。

・同時に複数の情報を与えられると、混乱してしまう。

・退院日：御家族と布団等の必要品の購入日の相談をふまえて、決定していく事としている。

　　　　　→8/24（金）家族面談

＜青山荘のスタッフより＞

・生活機能改善、維持し、最終的にはグループホームで生活

潜在的な幻聴・妄想が、環境の変化により、顕在化する事が考えられる。環境に慣れるのに時間

が掛かると考えられるので、事前に準備をしっかり行っていく必要がある。

＜退院までに行う事＞

・金曜日のデイケア追加、青山荘の見学（木曜日・日曜日以外）

・布団購入、退院日の決定

・本人に負荷を掛けない程度にプログラムに参加をする

・木曜日、金曜日のデイケア体験利用を1日一杯行う（食事の時は、病棟に戻り食べる）

＜今後＞

· 外来通院（金曜日）

· 通所利用（木曜日、金曜日）に行い、デイケア体験利用を金曜日も行っていく予定とする

· 青山荘のプログラム（月・火・水曜日）

引き続き、退院後までは通所利用日と青山荘のプログラムの見学を行っていく予定です。

